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「
新
年
を
い
か
に
過
ご
す
か
」

年
頭
講
話

年
頭
講
話

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
皇
室

の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子
崇
敬
者

各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
全
国
各
地
で
災
害
が
多
く
発
生

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
地
震
・
噴
火
・

大
雨
・
大
雪
な
ど
、
季
節
を
問
わ
ず
次
々

と
発
生
し
た
様
子
は
、
ま
さ
に
自
然
と
い

う
荒
ぶ
る
神
の
怒
り
に
も
思
え
ま
し
た
。

新
し
い
年
は
未
年
。「
未
」
は
、
お
と
な

し
く
、
人
の
た
め
に
尽
す
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
あ
や
か
っ
て
災
害
の
無
い
年
と

な
り
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
良
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
大
国
主
大
神
様
に
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　

災
害
の
無
い
年
と
い
う
の
は
最
近
少
な
い

よ
う
で
す
が
、
何
と
か
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

私
は
今
年
で
八
十
六
回
目
の
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
い
く
つ

も
の
災
害
を
見
た
り
聞
い
た
り
、
体
験
も

し
て
き
ま
し
た
。
人
も
九
十
歳
に
近
づ
く

と
段
々
と
バ
ケ
モ
ノ
に
な
る
よ
う
で
す
。

人
か
ら
冗
談
ま
じ
り
に
い
わ
れ
る
と
、
敬

わ
れ
て
い
る
の
か
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る

の
か
、
複
雑
な
思
い
が
し
ま
す
。
実
際
の

と
こ
ろ
昨
年
は
従
兄
や
友
人
が
一
人
ま
た

一
人
と
黄
泉
の
国
へ
旅
立
っ
て
行
き
、
淋

し
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
神
様
の

御
元
へ
近
づ
い
て
い
る
と
思
え
ば
少
し
は

安
ら
ぎ
ま
す
。

　

私
が
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
神
々
が
「
今
年
も
頑
張
り
な

さ
い
」
と
元
気
づ
け
て
下
さ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
日
々
、
大
神
様
か
ら
御
力
を

い
た
だ
き
、
三
百
六
十
五
日
を
過
ご
し
、

反
省
と
感
謝
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
き
て

い
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
春

は
百
花
繚
乱
の
花
、
夏
は
青
田
に
力
強
く

伸
び
る
苗
、
秋
は
紅
葉
や
黄
金
色
の
穂
波
、

冬
は
白
銀
の
山
々
な
ど
、
四
季
の
移
ろ
い

は
毎
年
同
じ
よ
う
で
す
が
、
年
に
よ
っ
て

ど
こ
か
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

長
く
生
き
て
い
る
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
肝
心
な
こ
と
は
年

相
応
の
活
躍
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

誰
し
も
同
じ
よ
う
に
廻
り
来
る
そ
の
年
齢

に
、
大
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
役
目
と
い

う
も
の
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
が
何
か
を

感
じ
と
っ
て
、
今
、
自
分
は
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
常
に
意
識
し
て
、
生
活
し
て
い

る
人
が
再
び
大
神
様
か
ら
御
力
を
い
た
だ

け
て
、
人
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
老
若
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
頃
に
あ
っ
た
活
躍
を
し
て
、
お
互
い
を

認
め
合
い
、
助
け
合
い
、
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
を
考
え
て
日
々
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。

　

神
様
を
敬
い
、
祖
先
を
崇
め
、
自
分
の

親
や
祖
父
母
か
ら
の
教
え
を
守
り
つ
つ
、

家
族
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
尽
す
こ

と
、
そ
の
先
頭
に
私
た
ち
神
職
が
立
ち
、

率
先
垂
範
、
一
日
一
日
、
一
年
一
年
を

大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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例
　
祭

典
子
女
王
殿
下

千
家
国
麿
権
宮
司 

御
結
婚

　
大
国
主
大
神
様
を
お
祀
り
す
る
出
雲
大
社
。

　
同
じ
御
祭
神
を
お
祀
り
す
る
全
国
の
神
社
が
共
に
手
を
携
え
、

御
神
徳
の
宣
揚
と
斯
道
の
発
展
の
為
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
七

日
に
「
く
に
た
ま
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
十
月
六
日
に
ホ
テ
ル
一
畑
で
催
さ
れ
た
披
露
宴

に
、「
く
に
た
ま
の
会
」
副
理
事
長
と
し
て
当
神
社 

宮
司
も
出
席

致
し
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第44号

典千

奉
祝

高
円
宮

出
雲
大
社

　

九
月
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、
出

雲
大
社 

千
家
国
麿
権
宮
司
を
は
じ

め
、
氏
子
崇
敬
者
約
百
名
参
列
の
も

と
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

宮
司
祝
詞
奏
上
、
神
楽
「
浦
安
の

舞
」
奉
奏
の
後
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ 

ソ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
の

先
導
に
よ
り
、「
越
中
一
宮 

髙
瀬
神

社
奉
賛
歌
」
を
奉
唱
し
、
参
列
者
が

玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
功
霊
殿
例
祭
に
お
い

て
、
井
波
松
風
会
の
六
名
が
「
神
州

（
作
・
乃
木
希
典
）」、「
九
段
の
桜

（
作
・
本
宮
三
香
）」
の
吟
詠
を
奉
納

し
、
約
八
十

名
の
ご
遺
族

と
と
も
に
英

霊
に
感
謝
の

誠
心
を
捧
げ

ま
し
た
。
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祭
典
終
了
後
、
長
年
農
業
発
展
の

為
に
寄
与
さ
れ
た
篤
農
家
表
彰
と
、

献
穀
田
奉
耕
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

【
篤
農
家
表
彰
】

　

白
江　

利
光 

殿（
砺
波
市
高
波
）

　

上
田　

武
夫 

殿（
小
矢
部
市
道
明
）

【
献
穀
田
奉
耕
者
】

　

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

（
南
砺
市
山
見
）　

　
　
　
代
表　

篠
原　

勇
吉 

殿

　

十
一
月
二

十
三
日
午
前

十
時
よ
り
新

嘗
祭
が
斎
行

さ
れ
、
氏
子

崇
敬
者
・
農

業
関
係
者
約

七
十
名
が
、

一
年
の
収
穫

と
五
穀
豊
穣

に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

献
穀
田
（
奉
耕
者
フ
ァ
ー
ム
八
乙

女
・
南
砺
市
沖
）
で
収
穫
さ
れ
た
玄

米
を
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙

女
・
篠
原
勇
吉
代
表
、
白
米
を
井
波

地
域
中
核
農
業
士
協
議
会
・
吉
川
順

一
会
長
、
白
酒
を
柴
田
嘉
久
稲
作
部

長
が
奉
持
し
て
神
前
に
お
供
え
し
ま

し
た
。

　

本
年
は
福
光
農
業
協
同
組
合
・
齋

田
一
除
代
表
理
事
組
合
長
に
、
幣
帛

供
進
使
と
し
て
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
嘗
祭

献
穀
田
だ
よ
り

抜
穂
祭・初
穂
曳
奉
仕

　

九
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
井

波
地
域
中
核
農
業
士
協
議
会
（
吉
川

順
一
会
長
）
主
催
の
抜
穂
祭
が
、
本

年
奉
耕
者
・
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー

ム
八
乙
女
の
献
穀
田
（
南
砺
市
沖
・

約
三
十
平
米
）

に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞

奏
上
に
続
き
斎

田
が
祓
い
清
め

ら
れ
、
地
元
の

早
乙
女
五
名

が
、
実
り
に
感
謝
し
て
黄
金
色
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
稲
は
当
神
社
新
嘗

祭
に
お
供
え
さ
れ
た
ほ
か
、
十
月
十

七
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
斎
行
さ
れ
た

神
嘗
祭
に
懸
税
（
カ
ケ
チ
カ
ラ
）
と

し
て
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭

り
に
先
立
つ
十
月
十
五
日
、
献
穀
田

奉
耕
者
の
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女
の
皆
さ

ん
が
、
外
宮
に
初
穂
を
お
供
え
す
る

初
穂
曳
き
行
事
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

早
乙
女
奉
仕
者

　

武
田　

瑠
美
さ
ん
（
中
学
生
）

　

山
田　

綾
華
さ
ん
（
中
学
生
）

　

亀
田　

朋
佳
さ
ん
（
中
学
生
）

　

澤
田　

幸
奈
さ
ん
（
中
学
生
）

　

中
嶋
恵
里
加
さ
ん
（
中
学
生
）10月15日の「初穂曳」に参加された、

ファーム八乙女の皆さん

玄米を奉持する農事組合法人
ファーム八乙女・篠原勇吉代表
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九
月
六
日

午
後
六
時
よ

り
、
仲
秋
の

名
月
に
あ
わ

せ「
観
月
祭
」

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
神

楽
舞
、雅
楽
、

謡
曲
の
ほ
か
、

今
年
は
じ
め
て
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル 

ヒ
ー
リ
ン
グ
演
奏
、フ
ァ
イ
ヤ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
奉
納
さ
れ
、秋
の

夜
長
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
神
楽
舞
】
髙
瀬
神
社
巫
女

【
雅
楽
・
管
弦
】
鳳
鳴
ク
ラ
ブ

【
謡
曲
】
高
瀬
高
宝
会

【
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル

　
　
　

ヒ
ー
リ
ン
グ
演
奏
】

山
森
啓
子
さ
ん

【
フ
ァ
イ
ヤ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
さ
ん

　

十
月
二
十
六
日
午
前
十
時
よ
り
、

第
四
十
一
回 

献
茶
式
（
主
催 

髙
瀬

神
社
献
茶
奉

賛
会
）
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

祭
典
で
は

表
千
家
流 

城
宝
義
光
氏

の
お
点
前

で
、
御
神
前

に
濃
茶
・
薄

茶
が
供
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
茶
筅
塚
前
で
茶
筅

焼
納
祭
が
斎
行
さ
れ
、
古
く
な
り
壊

れ
た
茶
筅
に
、
感
謝
の
心
を
捧
げ
ま

し
た
。

【
呈
茶
席
】

　

裏
千
家
流
茶
道
同
好
会

　

村
ま
つ
り
で
氏
子
区
域
を
巡
行
す

る
「
子
ど
も
神
輿
」、
春
季
祭
・
例

祭
で
掲
揚
す
る
幟
（
紅
白
）
の
「
旗

幡
掲
揚
塔
」
を
修
理
致
し
ま
し
た
。

子
ど
も
神
輿

旗
幡
掲
揚
塔

子
ど
も
神
輿
・

　
旗
幡
掲
揚
塔
修
理

　 

献
　
茶
　
式

　 
観
　
月
　
祭

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日　

月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日　

交
通
安
全
祈
願
祭
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古
来
よ
り
人
と
人
、
心
と
心
を
結

ぶ
福
の
神
・
結
び
の
神
様
で
あ
り
ま

す
「
大
国
主
命
（
大
国
様
）」
を
お

ま
つ
り
す
る
当
神
社
で
は
、
会
社
の

参
拝
（
安
全
祈
願
・
創
業
記
念
日
・

入
社
奉
告
）、必
勝
祈
願（
ス
ポ
ー
ツ
・

受
験
）、
同
窓
会
記
念
参
拝
等
の
各

種
祈
願
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　
電
話 

〇
七
六
三（
八
二
）〇
九
三
二

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
　
だ
い
こ
く
さ
ま

団
体
参
拝
の
ご
案
内

　
髙
瀬
神
社
に
は
、
ロ
ー
マ
字
で
書

か
れ
た
珍
し
い
掲
額
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
掲
額
は
縦
四
尺
二
寸
、

横
六
尺
二
寸
と
大
き
な
も
の
で
、
桂

の
板
に
金
・
赤
・
黒
文
字
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
文
面
の
殆
ど
は
ロ
ー
マ

字
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
英
文
は

一
文
の
み
で
、
他
は
国
語
体
の
ロ
ー

マ
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。

　
こ
の
掲
額
は
明
治
十
九
年
に
「
日

曜
協
会
」
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
神
社
の

幣
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
曜
協
会
と
は
、
髙
瀬
神
社
の
祠

掌 

能
本
和
彦
が
中
心
と
な
っ
て
開

講
し
た
日
曜
学
校
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
日
曜
学
校
と
は
神
社
や
お
寺
、

教
会
が
日
曜
日
な
ど
に
幼
児
・
児
童

を
集
め
て
行
う
教
育
活
動
の
こ
と

で
、
県
内
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教

師
と
牧
師 

亀
谷
凌
雲
が
協
力
し
て

富
山
市
新
庄
に
開
講
し
た
日
曜
学
校

が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
寺
院

で
は
、
浄
土
真
宗
各
派
が
力
を
注
い

だ
結
果
、
大
正
十
二
年
に
は
、
県
内

で
百
十
七
校
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
掲
額
に
は
、
日
曜
協
会
が
能
本
和

彦
と
高
瀬
近
郷
の
有
志
十
九
名
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
明
治
十
七
年
九

月
か
ら
十
九
年
八
月
に
か
け
て
毎
週

日
曜
日
、
計
八
十
八
回
の
講
習
を
開

き
、
髙
瀬
神
社
社
務
所
に
お
い
て
、

経
済
・
法
律
・
物
理
・
簿
記
・
傍
聴

筆
記
・
和
漢
文
な
ど
の
諸
学
術
を
学

習
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
中
心
人
物
だ
っ
た
能
本
和
彦
は
、

金
沢
の
士
族
で
俸
禄
を
離
れ
た
後
に

髙
瀬
神
社
に
招
聘
さ
れ
て
祠
掌
と

な
っ
た
人
物
で
、
和
歌
・
国
語
・
神

典
な
ど
に
も
通
じ
て
お
り
、
そ
の
学

識
を
高
瀬
周
辺
の
有
志
に
教
授
し
よ

う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
曜
学
校
で
は
、
幼
児
・
児
童
を

対
象
に
宗
教
的
な
情
操
教
育
を
行
い

ま
す
が
、
掲
額
の
文
を
借
り
る
と
日

曜
協
会
の
目
的
は
、「
西
洋
文
明
の

思
想
を
輸
入
し
て
我
国
人
智
の
有
様

を
一
新
せ
ん
と
す
る
」こ
と
に
あ
り
、

宗
教
的
な
教
育
よ
り
も
西
洋
の
学
問

の
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
掲
額
の
文
面
は
ほ
ぼ
ロ
ー
マ
字
で

記
さ
れ
て
お
り
（
英
文
は
一
文
の

み
）、
国
語
体
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
頁
は
、
そ
の
掲
額
の
文
字
を
ロ
ー

マ
字
か
ら
起
こ
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
。

日
曜
学
校
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　「
一
の
宮
」
は
全
国
に
約
一
〇
〇

社
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
、
各
地
域

で
古
く
か
ら
崇
敬
を
集
め
、
神
位
も

高
く
、
由
緒
正
し
き
神
社
が
「
一
の

宮
」
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
御
朱
印
」
は
こ
の
よ
う
な
神
社

を
参
拝
し
、
各
神
社
に
お
祀
り
さ
れ

て
い
る
大
神
様
の
御
神
徳
を
い
た
だ

く
為
の
も
の
で
す
。
時
間
を
か
け
て

自
分
流
に
全
国
の
「
一
の
宮
」
を
巡

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
全
国
一
の
宮
め
ぐ
り
」を

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
全
国
一
の
宮
め
ぐ
り
」を

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

御
朱
印
帳
（
大
）

 

三
〇
〇
〇
円

御
朱
印
帳
（
小
）

 

一
〇
〇
〇
円

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

日曜協会の故由を、板に記して、広前に捧ぐる、それが端に
髙瀬の神社　祠掌　能本和彦
思うどち　立てし功も　労も　記して代々に　残すこの文
日曜協会は明治十七年九月第一日曜を以て始まり、十九年八月第四日曜を以て終りまし
た。その目的と致しましたは、西洋文明の思想を輸入して我国人智の有様を一新せんと
するにありました。その会日は、毎日曜日でありました。その会場は髙瀬神社の社務所
でありました。その会を重ねましたは八十八度でありました。その講習致しましたる課
業は、経済・法律・物理・簿記・傍聴筆記及び和漢文学等の諸学術でありました。
諺にも“Stlike（strikeの誤か） a flint, and you'll get fire:stlike it not, and you'll not get 
even smoke”（火打石を打ちなさい。そうすれば火を得られます。火打石を打たなかっ
たら、煙さえ得ることは出来ないでしょう。）と申します。日曜協会は会員諸君の脳漿
を刺激して、その人智をして発動の機会を得せしめましたに過ぎませぬ。然り乍ら他日
烈々腹に燃ゆるの火も今日の小さなる火花に基づくかもしれません。果して左様御座り
ますれば、本会の骨折りも全く無益とは相成りませぬ。故に私はこれを以て諸君に望み
また自ら努めようと存じます。

タケベ　M,記す
明治十九年
創立会員及び会員の姓名
ダイモン　ワヘイ　　イマイ　タツドー　　イシオカ　ヨソタロー　　
カワベ　ヒサヨシ　　ノムラ　ゴロベイ　　S.K.タケベ　トキアヤ　　
フカミ　キンジューロー　 イノウチ　サイジロー　　カナダ　トヨキチ　　
ミナミ　ソーイチロー　　サワザキ　ヤエモン　　ワカスギ　タエモン　　
イマイ　カイチロー　　イシオカ　シチクロー　　S.K.カワベ　キュージ　　
ナカガワ　トクタロー　S.K.タケベ　マサタダ　　ヤシキ　ジュンザブロー

※振り仮名は、ローマ字の読みに倣った。
　括弧内の表記は注記したもの。
「創立会員及び会員の姓名」にある「S.K」は創立会員の意。また、氏名表記について、
一部漢字表記が判明した方もいたが、不明の方もいたこと等を考え、片仮名で統一した。
本文は、『砺波教育八十年史』『富山大百科事典」などを参考にした。　　（魚岸一弥 記）

の もとにぎひこ

いさお いたずき

だい し にちよう

たび

こんじつ



　

九
月
十
日
、
伊
勢
の
神
宮
に
て

「
全
国
一
の
宮
会
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
参

拝
の
後
、
参
集
殿
に
て
新
木
直
人

会
長
（
賀
茂
御
祖
神
社
宮
司
）
を

議
長
に
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
「
一
の
宮
巡
拝
を
終
え

て
」
と
題
し
て
、
一
般
財
団
法
人

敬
愛
ま
ち
づ
く
り
財
団 

理
事
長 

堀
秀
也
様
、「
日
本
の
古
来
の
美
」

と
題
し
て
、
株
式
会
社
勢
乃
國
屋 

相
談
役 

山
中
隆
雄
様
よ
り
、
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
十
日
、
井
波
茶
道
同
好

会
の
「
第
十
八
回 

里
芋
お
は
ぎ
茶

会
」
が
行
わ
れ
、
約
三
百
名
が
粘
り

気
た
っ
ぷ
り
の
お
は
ぎ
と
、
心
尽
く

し
の
一
服
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

竹
部
宗
慧
さ
ん
、
横
山
宗
美
さ
ん

が
本
席
（
薄
茶
席
）、
箭
原
静
潤
さ

ん
が
副
席
（
煎
茶
席
）
を
務
め
、
高

瀬
遺
跡
保
存
協
会（
久
田
久
伸
会
長
）

が
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
席
の
床
に
は
心
田
和
尚
の
軸

「
今
日
無
事
」
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
十
五
日 
敬
老
の
日
、「
第
五

十
二
回 

奉
納
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
、
南
砺
・
砺
波
・
小
矢
部
の
小
中

高
校
生
約
二
〇
〇
名
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

日
本
剣
道
形
の
奉
納
に
続
い
て
、
団

体
戦
と
個
人
戦
で
鍛
錬
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
団
体
の
部
》
―
敬
称
略
―

▽
小
学
生
男
・
女

　

①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

②
庄
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　

①
井
波
中
学
校

　

②
庄
西
中
学
校

　

③
出
町
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　

①
津
沢
中
学
校

　

②
庄
西
中
学
校

《
個
人
の
部
》

▽
小
学
生
男
子

　

①
幸
山　
　

大
（
井
波
）

　

②
板
戸　

基
樹
（
庄
川
）

　

③
神
田　

涼
汰
（
井
波
）

　
　

篠
原　

一
星
（
井
波
）

▽
小
学
生
女
子

　

①
齊
藤　

未
來
（
砺
波
）

　

②
横
川
陽
夏
羽
（
砺
波
）

　

③
五
十
嵐
理
歩
（
砺
波
）

　
　

瀧
口　

美
和
（
晴
武
館
）

▽
中
学
生
男
子

　

①
杉
森　

佑
紀
（
井
波
）

　

②
山
本　

泰
斗
（
庄
川
）

　

③
武
田　

将
征
（
井
波
）

　
　

藤
永　
　

勝
（
庄
川
）

▽
中
学
生
女
子

　

①
松
川　

瑞
穂
（
井
波
）

　

②
近
藤　

悠
月
（
庄
川
）

　

③
三
輪
す
ず
な
（
津
沢
）

　
　

小
西　

芽
衣
（
津
沢
）

▽
高
校
生
男
子

　

①
篠
原　

風
斗
（
南
砺
福
野
）

　

②
藤
井　
　

駿
（
南
砺
福
野
）

　

③
松
井　

弘
樹
（
砺
波
工
業
）

　
　

中
田　

知
徳
（
砺
波
）

▽
高
校
生
女
子

　

①
野
原　

果
鈴
（
南
砺
福
野
）

　

②
神
保　

春
菜
（
南
砺
福
野
）

　

③
山
本　

優
奈
（
南
砺
福
野
）

　
　

圓
山　

美
郷
（
南
砺
福
野
）

））））

全
国
一
の
宮
会 

総
会
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里
芋
お
は
ぎ
茶
会
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ご
案
内

戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）
1月10・22日
2月 3・15・27日
3月11・23日
4月 4・16・28日
5月10・22日
6月 3・15・27日

7月 9・21日
8月 2・14・26日
9月 7・19日
10月 1・13・25日
11月 6・18・30日
12月12・24日

腹帯のお祓いも行いますのでご持参下さい。

平成27年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉 〈身祝〉

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。

24 4 25 3 26 2

41 50 42 49 43 48

61 30

18 10 19 9 20 8

32 59 33 58 34 57

37 54

61 30

70 21

77 14

80 11

88 3

90
15

99 6

田
則
子
殿
、
海
老
清
則
殿
、
大
越

工
芸
品
製
造
㈱
殿
、鏡
恵
美
子
殿
、

㈱
柿
里
殿
、加
藤
美
術
殿
、ク
リ
ッ

ク
ス
商
事
㈱
殿
、
佐
伯
松
夫
殿
、

サ
ク
ラ
交
通
㈱
殿
、
島
川
製
飴
㈱

殿
、
新
川
宣
伝
事
務
所
殿
、
㈱
大

景
殿
、
㈱
大
智
殿
、
㈲
高
崎
日
吉

堂
殿
、
㈱
竹
下
工
業
殿
、
東
洋
通

信
工
業
㈱
殿
、㈲
中
村
製
作
所
殿
、

㈱
ニ
ッ
ポ
ー
殿
、
㈱
日
吉
プ
ラ
ン

ナ
ー
殿
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な

だ
殿
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
こ
と

ぶ
き
殿
、
㈲
丸
栄
運
輸
殿
、
㈱
丸

伸
製
作
所
殿
、
㈱
ミ
ッ
シ
ュ
ロ
ー

ゼ
殿
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
殿
、
渡
辺
美

術
殿

　

十
二
月
二
十
日

○
「
干
支
（
未
）
大
絵
馬
」

　

南
砺
市
山
下

　
　

南
部　

栄 

殿

　

富
山
市
古
鍛
冶
町

　
　

大
谷
美
術
学
園

　
　
園
長　

大
谷　

弓
子 

殿

　

十
二
月
二
十
三
日

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

同
級
生
と
厄
祓

同
級
生
と
厄
祓

同
級
生
と
厄
祓

○
「
初
穂
米
」

　

氏
子

　
　

岩
倉　

勲 

殿

　

十
月
一
日

　

高
岡
市
今
市

　
　

堅
田　

正
明 

殿

　

十
月
十
一
日

　

岐
阜
県
関
市

　
　

小
石　

達
人 

殿

　

十
月
十
七
日

○
「
神
饌
米
」

　

南
砺
市

　
　

井
波
地
域
中
核
農
業
士
協
議
会 

殿

　

南
砺
市
山
見

　
　

農
事
組
合
法
人

　
　
　

  

フ
ァ
ー
ム
八
乙
女 

殿

　

氏
子

　
　

岩
倉　

和
弘 

殿

　

十
一
月
二
十
三
日

○
「
干
支
（
未
）
水
彩
画
」

　

小
矢
部
市
鴨
島

　
　

森
川
外
茂
男 

殿

　

十
二
月
十
七
日

○
「
大
注
連
縄
」
五
張

　

髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講

㈲
ア
ド
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
殿
、

㈲
石
森
石
材
殿
、
魚
敬
丈
殿
、
浦

　

同
窓
会
や
里
帰
り
に
合
わ
せ
、
同

級
生
と
の
「
厄
祓
」
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
ご
友
人
と
お
揃

い
で
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

期　

間　

二
月
三
日 

節
分
ま
で

　
　
　
　

午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

祈
祷
料　

五
千
円
よ
り
ご
志
納
願
い

ま
す
。

【
表
紙
写
真
】

　
干
支（
未
）大
絵
馬
と

　
　
　大
谷
美
術
学
園
の
皆
さ
ん
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幸せになるための結婚式

只今 
御予約
受付中

新バンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。
お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索

この地で二千年の歴史をもつ越中一宮 髙瀬神社は、
縁結びの神様 大国主命をまつる神社として多くの
神前挙式を執り行い、お二人の幸福を願ってきました。

縁結びの神様に誓う伝統の結婚式を挙げていただく、
一生に一度の日だからこそ、一日一組のカップルの為だけに、
このバンケットは生まれました。

縁結びの神様に誓う伝統の結婚式を挙げていただく、
一生に一度の日だからこそ、一日一組のカップルの為だけに、
このバンケットは生まれました。

新バンケットホール OPEN！！

おおくにぬしのみこと

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀬
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

一日一組限定の


